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みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

他
大
学
生
協
を
参
考
に
、
学
生
生
活
に
役
立
つ
投
稿
を

奈良県立大学生協

学生生活部門によるInstagram発信

取り組み概要
日時：10/31~投稿開始
場所：奈良県立大学生協学生委員会
Instagram（@npuseikyogi）
組合員の反応：各投稿につき、15~20程
度の「いいね」が押されていた。

POINT.1

奈良県立大学生協学生委員会の部署のひとつに「学生生活
部門」があります。従来は、共済企画やSNS発信企画などに
取り組んでいましたが、コロナ禍により途絶えてしまいまし
た。さらに、3年生の学生委員に学生生活部門のメンバーがお
らず、ほぼ開店休業状態でした。そこで、代替わり以降、1.2
年生が部門を1から再建しました。部門長を中心に取り組みを
進めており、今では、他の部門（新学期・店舗）同様に活動
が行われています。コロナ禍でなくなってそのまま消滅させ
るのではなく、自分たちの手で試行錯誤しながら復活に至っ
ている点が素敵です。

開店休業状態から脱出！自分たちの手で復活

POINT.2

学生生活部門復活にあたり、部門のメンバーが着目したのは、奈良県
立大学生協学生委員会のInstagram。「学生委員会の発信した情報が、
学生生活を送るうえでの参考になれば」という想いから、発信活動が始
まりました。夏休み前から、Instagramのストーリーズ機能でアンケー
トを取り、後期開始段階で集計、秋ごろからは、他大学生協のSNSを参
考に投稿を作成し、発信に至りました。学生のリアルな声を基に投稿を
作成することで、奈良県立大学生協学生委員会だからこそできる発信に
なっていました。

「学生生活の参考になれば、いいな」

背景や概要：コロナ禍を挟み、長らく活
動が途絶えていた学生生活部門による取
り組み。奈良県立大学生協学生委員会の
Instagramを用いて、奈県生のアルバイト
事情などの投稿を行った。

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 前田 里桜] 

Maeda.Rio@univ.coop

POINT.3

投稿作成にあたり、部門のメンバーが意識したのは「読みやす
さ」。字ばかりだと読むのに抵抗を感じてしまうのは言うまでも
ありません。そこで、投稿1枚あたりの内容をコンパクトにまと
めたり、投稿の文面をラジオ風にアレンジしたりすることで、気
軽に見てもらえるような工夫が取られていました。さらに、マフ
ラーの巻き方に関する投稿では、実際に学生委員が巻いてみた写
真を添付していました。巻き方の順序ごとに写真を撮り、初めて
見た人でも簡単に巻けるようわかりやすく提示できていました。
2023年度、久しぶりの活動に踏み切った、学生生活部門のこ

れからの活躍が楽しみです！みなさんもぜひ、奈良県立大学生協
学生委員会のInstagramをご覧ください♪

読みやすい工夫を、随所に
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